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研究の重要性

•日本で留学していた際、英語を勉強している

学生に会った

•彼らは外国語をどこで、何をしたいと思ってい

るかを知りたいと思った

•日本とアメリカでの外国語の必要性はどのよう

に違うのか、また学生はどのような目標を持

ち、満たしていきたいと思っているのか



研究質問

1. 外国語を学んでいる日本とアメリカの大学生
は、自分の国の外国語の必要性をどのように
考えているのか。

2. 日米の学生は、どのような外国語の必要性を
満たす具体的な目標を持っているのか。



研究背景

1. 日本とアメリカの外国語教育

a) 日本：英語
a) 大学入試センター試験

b) アメリカ：スペイン語、仏語、独語、など
a) 大学入学資格

2. 「外国語の必要性」とは何か

3. 教育理論

a) 「ゴール設定」



日本

• 英語は「主要科目」
(English Education Reform, n.d.)

• 英語教育は８年間受ける



大学入試センター試験

• 英語教育の一つの目標はグローバル化社会
に対応できる人材の育成

• 外国語は大学に入学するためにも重要である
– 「センター試験」は大学入試のための共通試験

(独立, n.d.)

• 主要科目：国語、地理、歴史、公民、数学、科
学と、外国語
– 主に英語が、独語、仏語、中国語と、韓国語もあ
る



アメリカ

• 外国語は連邦政府によって「主要科目」になって
いる (Title IX, n.d.)

– カリフォルニア州では「主要科目」ではなく、「選択科
目」

(States, 2008)

• 卒業のために１年間の外国語か美術が必要とされている

• 最も教えられ散る上位３に入る外国語
– スペイン語

– 仏語

– 独語 (Furman, Goldberg & Lusin, 2010)



大学入学資格

　　　　　　　　　　　　　　　

• カリフォルニア州立の大学に入るために高校
での最低二年間の外国語が必要

(HIGH SCHOOL, n.d.)

• 例えば、カリフォルニア州立大学、
カリフォルニア大学



「外国語の必要性」とは何か

• 国で効果的にコミュニケーションできる人材の
「必要性」や「ニーズ」

– 国内：移民、継承語話者

– 国外：海外で働く、政治

• 外国語の必要性を計るための共通なスケー
ルやテストはない 

(Maurer, 2010)



教育理論：「ゴール設定」

• より具体的でチャレンジを促す目標を設定するこ
とが成功と満足度を高める

• 目標のための理由に集中する (Locke & Latham, 2006)

– 学ぶために（内因性動機に関連している）
• 主にスキルの習得を目指す

• 例：絵を描く

– 実行するために（外因的動機に関連している）
• 主にスキルの成果を目指す

• 例：お金を受け取るために働く

• 二つの動機は繋がりがありまた重なりあう

– 例：庭造りを楽しみながら農産物も収穫できる

(Schunk & Zimmerman, 2008)



研究方法

• 調査の回答者
• ４５大学生

– ２５日本の学生

» ２０女名、５男名

» 日本に色々な大学で勉強している

– ２０アメリカの学生

» １０女性、１０男性

• 研究調査

– オンライン調査（日本語 – 英語）
•グーグルドック

http://stephanielitz.weebly.com/uploads/4/2/1/9/42192717/jpncapstonesurvey2015litz.pdf
http://stephanielitz.weebly.com/uploads/4/2/1/9/42192717/capstonesurvey2015litz.pdf


参加者について
回答者２０名 回答者２５名



研究質問１

外国語を学んでいる日本とアメリカの大学生は、
自分の国の外国語の必要性をどのように考え

ているのか。



外国語が必要のトップ３
以下の項目について自分の社会の分野で、どの程度、外国語話者が必要だ

と思いますか。

アメリカ
「非常に」と「かなり」

日本
「非常に」と「かなり」

政治（93.8％） 政治・教育（85.7％）

教育・仕事（85.7％） 仕事（81.0％）

80％以上のアメリカ人と日本人の参加者は仕事、教育、政治に重要な
外国語の必要性があると思っている。



外国語の必要性を満たす項目
社会において、外国語話者の必要性を満たす項目

アメリカ
「いつも」と「よく」と「時々」

日本
「いつも」と「よく」と「時々」

仕事 72.2% 85.7%

教育 44.4% 47.6%

政治 44.4% 76.2%

80％以上のアメリカ人と日本人は仕事および政治のニーズを満たして
いるが、まだ外国語のニーズがある。50％未満の参加者は外国語の教
育においてのニーズが満たされているにすぎない。



取り組むことが必要のトップ３
外国語の必要性を満たすために、あなたの国ではどの項目に取り組むことが必要だと
思いますか。

アメリカ
「非常に」と「かなり」

日本
「非常に」と「かなり」

教育・政治 (93.8%) 教育 (90.5%)

仕事 (93.8%) 政治 (85.7%)

--- 仕事 (81.0%)



国は外国語の必要性を
満たしているか

アメリカ人は国が「ある程度」外国語のニーズを満たしているという意見
が50%を占める。その一方、日本では国がニーズを
「あまり」満たしていないと答えた日本人は58％である。



外国語の必要性に
貢献することが重要か

両国の外国語学習者は自分の国のニーズに貢献することが重要だと
し、56％のアメリカ人が「非常に重要」、42％の日本人が「かなり重要」と
回答した。



研究質問１の要旨

• 両国で外国語のニーズがある面は仕事、教育、
政治

• アメリカ人と日本人は仕事面では外国語の必要性
を満たしてはいるが、もっと必要である

• 日本では早くから外国語教育を提供しているが期
間より内容に目を向けなければいけないとしてい
る

• 両国の外国語を勉強している学生は国のニーズ
を満たすために貢献したいと思っている



研究質問２

これらの学生は、どのような外国語の必要性を
満たす具体的な目標を持っているのか。



外国語を学んでいる目標

アメリカ 日本

1
外国語を聞いて理解する 雇用機会の増加

2
雇用機会の増加 海外で働く

3

翻訳・通訳をする

母語話者のように話す
や
外国語を聞いて理解する



むずかしい外国語の目標
あなたが達成したいと思っている外国語能力について目標を達成するの

はどのくらいむずかしいと思いますか。

両国の大部分の学生は自分の目標を達成するにはむずかしいと思っ
ている。



学ぶ動機

• 回答者は次の動機のタイプに関して様々な状
況に関連した一連の質問と答えた：
– 内因性：習得目標、達成の必要性

– 外因的：権威の期待 、仲間の受け入れ 、権力動
機 と、失敗を恐れ

• 肯定の答えは具体的な動機を表す

• 否定の答えは具体的な動機を表さない



学ぶ動機
アメリカの学生

日本の学生

アメリカ人の最
低動機

アメリカ人の最
高動機

日本人の
最低動機

日本人の
最高動機



学ぶ動機
アメリカの学生

日本の学生

アメリカ人の最
低動機

アメリカ人の最
高動機

日本人の
最低動機

日本人の
最高動機

学ぶ動機
• 両国の学生は高い内因性動機付けを達成

することがある

• アメリカの学生は仲間の受け入れるニーズに
あまり影響されない

• 日本の学生は権威の期待を満たすニーズに
あまり影響されない

• 全体に、日本の学生のほうがより中立な回答
と答えた



外国語学習の主要な動機
あなたのかかげている外国語への目標の主な動機は何です

か。
両国の学生の主
要な動機は
•文化を楽しむ
• 目標を達成す
る期待



研究質問２の要旨

• 両国の学生の目標は異なるが、雇用機会や
外国語を理解する

• 目標を達成することはむずかしいと思っている

• 両国の学生は内因性動機の目標が高い

– 主な動機は文化を楽しむこと

– 内因性動機付は外国語能力を高めるのに貢献す
る



結果

• 外国語学習者は、両国とも仕事、教育、政治
に外国語話者がもっと必要だと思う

• 両国の学生は国の外国語の必要性に貢献し
たい願望が高い

• 貢献したいという学生の目標は将来肯定的影
響を与える



研究の限界点と将来の研究課題

• 研究に於ける限界点
– 外国語を学んでいる大学生だけを対象にしたため一
般化できない

– 全国の意見ではない

• 将来の研究課題
– 比較意見：

• 外国語学習者対一般公衆の調査

• 外国語学習者対他の学生の調査
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